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SERT +/-および SERT -/-マウスの示す行動特性について評価した。また、各発達段階で皮質辺
縁系の脳領域において神経細胞の形態的変化に関する評価を併せて行い、行動の変化の原因とな
りうる神経生物学的機序の特定を試みた。 










（ 書式 12 ） 
本研究から、SERT の発現が変化すると神経細胞の形態、および情動や認知に関わる行動に発
達的な変化がもたらされることが示唆された。本研究で示された、神経細胞の形態的変化と行動
の変化との関連について言及するためには、神経回路機能の評価など更なる解析が必要である。
これらの知見は、不安障害や気分障害などの精神疾患が思春期において発症するメカニズム、ま
た SERT の遺伝子型と環境要因との相互作用がその後の脳の発達、および行動に及ぼす影響につ
いて理解を促進するものと期待される。 
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